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万願寺甘とう部会協議会が日本農業賞で大賞を受賞P  2.

JA京都にのくに特産物品評会の結果P  4.

ふれあいだより

地域とJAを結ぶ、心ふれあう情報誌

P  8.キラリ　アグリびと 33
綾部市小畑町で味噌づくりに取り組む空山グループの皆さん



Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
万
願
寺
甘
と
う
部
会
協
議
会
が

第
51
回
日
本
農
業
賞 

集
団
組
織
の
部
で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

第
51
回
日
本
農
業
賞（
主

催
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
全
国
農
業
協
同

組
合
中
央
会
・
都
道
府
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会
）の
集
団
組

織
の
部
で
、当
Ｊ
Ａ
の
万
願
寺

甘
と
う
部
会
協
議
会
が
大
賞
、

合
わ
せ
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
本
農
業
賞
は
、意
欲
的
に

経
営
や
技
術
の
革
新
と
発
展
に

取
り
組
み
、地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
農
業
者
と
営

農
集
団
に
対
し
て
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
、
個
別
経
営
の
部
・

集
団
組
織
の
部
・
食
の
架
け
橋

の
部
が
あ
り
、万
願
寺
甘
と
う

部
会
協
議
会
は
、意
欲
的
で
創

造
力
が
あ
り
他
を
啓
発
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
集
団
組
織
を
表
彰

す
る「
集
団
組
織
の
部
」で
、Ｊ

Ａ
伊
豆
の
国
苺
委
員
会
や
Ｊ
Ａ

晴
れ
の
国
岡
山
船
穂
町
ぶ
ど
う

部
会
と
並
ん
で
最
上
位
の
大
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

万
願
寺
甘
と
う
部
会
協
議
会

は
、栽
培
や
選
別
を
は
じ
め
、販

売
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
Ｊ
Ａ
と
協
議

会
と
一
体
に
な
っ
て
取
り
組
み
、

栽
培
情
報
を
部
会
員
全
体
で
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い
収
量

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
化
学

肥
料
や
農
薬
の
使
用
量
を
慣
行

の
70
％
以
下
に
減
ら
し
つ
つ
、

地
域
の
伝
統
農
法
を
踏
ま
え
た

環
境
に
優
し
い
高
品
質
生
産
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

規
就
農
者
へ
の
技
術
指
導
や
、

Ｊ
Ａ
担
当
者
や
部
会
役
員
と
部

会
員
と
の
面
談
を
通
じ
て
栽
培

事
例
を
収
集
・
情
報
共
有
す
る

こ
と
で
、
生
産
者
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
昨
年
よ
り
試
験

的
に
栽
培
記
録
の
電
子
化
に
向

け
て
実
証
試
験
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、生
産
者
と
Ｊ
Ａ
間

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
栽
培
状
況

を
共
有
す
る
こ
と
で
、状
況
に

応
じ
た
情
報
の
提
供
な
ど
、さ

ら
な
る
栽
培
技
術
の
向
上
と

共
有
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

喜びの添田協議会長（中央）・伯耆副協議会長（右）と北山副協議会長（左）
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令
和
4
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令
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令
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平
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平
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昭
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年

昭
和
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大
正
末
期
ご
ろ

万
願
寺
甘
と
う
部
会
協
議
会
が
日
本
農
業
賞
の
大
賞

（
集
団
組
織
の
部
）を
受
賞

年
間
販
売
額
4
億
円
を
達
成

検
品
場
に
製
函
機
を
導
入

選
果
場
を
検
品
場
に
名
称
変
更

計
量
器
・
包
装
機
を
増
設

京
都
府
内
初
の
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
に
登
録

万
願
寺
甘
と
う
の
地
元
応
援
団「
あ
ま
と
く
ら
ぶ
」が

発
足

年
間
販
売
額
3
億
円
を
達
成

辛
み
の
な
い
品
種「
京
都
万
願
寺
2
号
」を
本
格
導
入

年
間
販
売
額
2
億
円
を
達
成

万
願
寺
甘
と
う
部
会
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る

福
知
山
選
果
場
を
新
設

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
管
内
全
域
で
万
願
寺
甘
と
う
の
栽

培
開
始

年
間
販
売
額
1
億
円
を
達
成

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
が
誕
生

「
万
願
寺
甘
と
う
」を
商
標
登
録

万
願
寺
甘
と
う
が「
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
第
一
号
の

認
証
を
受
け
る

舞
鶴
市
全
域
に
万
願
寺
甘
と
う
の
栽
培
が
拡
大

地
場
産
の
万
願
寺
と
う
が
ら
し
を
万
願
寺
甘
と
う
に
改

称
、万
願
寺
甘
と
う
部
会
が
発
足

万
願
寺
と
う
が
ら
し
の
栽
培
が
舞
鶴
市
万
願
寺
地
区
で

始
ま
る

参
考
：
中
筋
の
む
か
し
と
今
　
中
筋
文
化
協
会
編

万
願
寺
甘
と
う
栽
培
の
あ
ゆ
み
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 t 万円

第51回日本農業賞授賞式の模様は、2022年3月20日（日）、15時からEテレ（NHK教育テレビ）にて放送される予定です。

京野菜世界ブランド化
プロジェクト

【令和元年　スペイン】

大型ショッピングセンターでの
販売促進活動

（写真は平成 29 年のものです）

京都府内初の地理的表示（ＧＩ）
保護制度に登録

  【平成29年】

「あまとくらぶ」加入店で
掲げられる「万願寺甘とう」のぼり

※2018年度より、並品は除く
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本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
生
産
振
興
大
会
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
、生
産
振
興
大
会
の
中
で「
Ｊ
Ａ

京
都
に
の
く
に
特
産
物
品
評
会
」な
ど
各
種
品
評
会
の
表
彰
式
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
は
誌
上
に
て
表
彰
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、審
査
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
鑑
み
、現
物
や
栽
培
出
荷
デ
ー
タ
を
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

万
願
寺
甘
と
う
の
部

武
田
　
敏
和

　
　（
舞
鶴
東
支
店
管
内
）

京
都
府
知
事
賞

2
位
…�
松
行
　���

輝

（
三
和
支
店
管
内
）

3
位
…�
山
口
　
宏
和

（
加
佐
支
店
管
内
）

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
特
産
物
品
評
会
の
結
果

　

部
会
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
審
査
を

行
い
、
作
付
面
積
が
２
ａ
以
上
の
生
産
者

を
対
象
に
、
１
ａ
当
た
り
の
収
量
・
販
売
金

額
と
秀
品
率
・
検
品
率
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
長
い
梅
雨
や
夏
場
の
高
温
少

雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り
病
害
虫
の
発
生
が

多
く
栽
培
が
難
し
い
年
で
し
た
。
し
か
し
、

成
績
上
位
の
生
産
者
は
施
肥
・
防
除
・
剪

定
な
ど
丁
寧
に
管
理
さ
れ
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
特
産
物
品
評
会

（
敬
称
略
）

京都府知事賞を受賞された武田敏和さん
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紫
ず
き
ん
の
部

優
良
品
種
茶
園
の
部

全
農
京
都
府
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

野
﨑
　
昭
六�（
夜
久
野
支
店
管
内
）��

勝
田
　
裕
之�

（
大
江
支
店
管
内
）

2
位
…�
坂
本�

栄
治�

（
何
北
支
店
管
内
）

3
位
…�
塩
見
　
勇��

（
豊
里
支
店
管
内
）

　

J
A
京
都
福
知
山
管

内
を
含
む
中
丹
管
内
で

紫
ず
き
ん（
早
生
）の
栽

培
面
積
や
出
荷
量
、
反

収
や
秀
品
率
を
も
と
に

審
査
し
ま
し
た
。
長
雨

や
高
温
の
影
響
に
よ
り

病
害
虫
の
発
生
が
多
く

年
々
収
量
が
減
少
し
て

い
る
紫
ず
き
ん
で
す
が
、

上
位
入
賞
者
は
防
除
、

施
肥
な
ど
丁
寧
に
栽
培

さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
茶
園
品
評
会
に
出
品
さ
れ
当
J
A
管
内

で
上
位
に
入
ら
れ
た
生
産
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

審
査
項
目
は
生
育
状
況
・
栽
培
管
理
の
面
を
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
適
切
な
肥
培
管
理
及
び
適
期
の
病

害
虫
防
除
な
ど
、
丁
寧
に
管
理
を
さ
れ
ま
し
た
。

全農京都府本部運営委員会長賞を受賞された野﨑昭六さん

優良品種茶園の部を受賞された勝田裕之さん
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総
代
の
改
選
と
選
出
枠
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
現
総
代
の
任
期
が
２
０
２
２
年
３
月
31
日
に
満
了
し
、
４
月
１
日
よ
り
新
た
に
選
ば
れ
た
新
総

代
に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
組
合
の
組
織
と
そ
の
運
営
に
関
す
る
基
本

規
則
で
あ
る
定
款
に
お
い
て
、
総
代
に
つ
い

て
「
定
数
は
６
１
１
名
、
任
期
は
３
年
で
１

個
の
議
決
権
、
お
よ
び
役
員
の
選
挙
権
を
有

す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総

代
に
は
「
組
合
員
の
代
表
と
し
て
、
組
合
員

の
要
望
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
総
代
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
組

合
員
ニ
ー
ズ
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
青
壮
年
部
や
女
性
部
、
各
生
産
者
部
会

と
い
っ
た
組
合
員
組
織
の
活
動
支
援
と
新
た

な
組
織
育
成
な
ど
、
組
織
基
盤
の
さ
ら
な
る

拡
充
を
め
ざ
し
、「
地
域
」・「
女
性
部
」・「
青

壮
年
部
」・「
生
産
者
部
会
」
の
選
出
枠
か
ら
、

多
様
な
組
合
員
の
意
思
を
反
映
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
「
運
営
参
画

に
対
す
る
考
え
方
」
と
「
総
代
の
選
挙
区
及

び
支
店
ご
と
の
総
代
数
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総代の機能と役割

組
合
員
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る
総
代
の
役
割

特   集

❶総代に就任
• ��３年ごとに選挙で改選
• ��地域（支店）の役員候補者を推薦
• ��組合員組織（女性部・青壮年部・生産者部会）からも選出

❷JAを知る
• ��地区別総代等懇談会、支店活動活性化懇談会、�
座談会などへの出席、役員候補者を推薦
• 総代研修会、組合員講座などへの参加
•「日本農業新聞」や「家の光」など、JA系統機関誌の購読

❸JA活動に参加
• 組合員組織などへの加入と活動・行事への参画
• 組織や地域の課題・要望の把握と意思反映
• 各種JA事業の利用拡大の促進

❹総代会への出席
• ��決算結果、事業計画、定款変更、役員の選任などの�
�重要事項に対する議決権の行使
•提出議案に即した意見表明
•業務執行者側の提案・報告事項への理解

❺議決結果のフィードバック
• 決定事項の選出母体組織への報告と実践
• 選出理事との意思疎通、交流、バックアップ
•選出組織の基盤強化と活動の活性化

6



運営参画に対する考え方

総代の選挙区及び支店ごとの総代数

総代選挙の実施について

組合員の運営参画にかかる取り組み経過
　�2013年（平成25年）の総代改選で、新たに青壮年部枠
（20名）、生産者部会枠（50名）を設けました。2016年
（平成28年）の総代改選時には女性部枠を９2名にま
で拡大し、総代全体に占める女性総代の割合を15％
以上としました。

　�「第3号組合員（旧准組合員）総代」を設置し、総代会
などを通じて要望・意見を求め、JA運営のパート
ナーとして、農業協同組合運動への理解と事業運営
への意思反映を図っています。

　�各支店に地元理事・総代・運営委員・営農委員、生
産者部会・女性部・青壮年部などで組織される「支
店活動活性化委員会」を設置し、地域のニーズ、組合
員組織が抱える課題等を共有・協議、活動する仕組
みを構築しています。

女性の運営参画に対する考え方
　�多様な意見反映のため、組合員や生産者部会などに
女性の加入を促進するとともに、総代に９2名の「女
性部枠」を設けています。

青壮年部の運営参画に対する考え方
　�地域農業の担い手として、盟友の拡大や組合員加入
を促進し、広く盟友の意見を集約し、JA運営に反映
させるため、総代に20名の「青壮年部枠」を設けて
います。

生産者組織の運営参画に対する考え方
　�作物別の部会員の意思をJA運営に反映させるため
に、主要な特産品の生産者部会からの選出を基本と
して、50名の「生産者部会枠」を設けています。

支店名 選出総代数 支店名 選出総代数 支店名 選出総代数
上林 31 福知山 33 加佐 48
綾部 46 三和 31 舞鶴西 50
豊里 32 夜久野 32 青葉 18
何北 32 大江 29 舞鶴東 40
八田 27 - - - -
小計 168 小計 125 小計 156
女性部 33 女性部 27 女性部 32
青壮年部 6 青壮年部 9 青壮年部 5
生産者部会 15 生産者部会 20 生産者部会 15
選挙区計 222 選挙区計 181 選挙区計 208

総代合計　　選出総代数…611　（うち、女性部…92、青壮年部…20、生産者部会…50）　

下記により、総代選挙を実施致しますので、定款附属書総代選挙規程第４条により公告します。

選 挙 の 期 日 �2022年3月22日（火）
投票開始時刻��午前8時
投票終了時刻��午後5時
投 票 所 綾部市選挙区　�当JA本店
��������������　　福知山市選挙区�����当JA福知山支店
��������������　　舞鶴市選挙区　�当JA舞鶴西支店
開 票 所 同上

選挙する総代の数  総数 　　　611名
�����������綾部市選挙区　　　�222名
�����������福知山市選挙区�　　���181名
�����������舞鶴市選挙区� ��　　�208名
投票用紙に記載すべき
選挙する総代の数    

【注】�定款附属書総代選挙規程第18条の２により、それぞれの選挙区において、総代の候補者がその選挙において選
挙する総代の数を超えないとき、若しくは超えなくなったときは、その選挙区の投票は行わないこととします。�
尚、この場合には各投票所に公告いたします。

   １名　
（単記無記名投票）

2022 年 3月改選　単位：人

7
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綾
部
市
西
部
、市
街
地
か
ら

中
山
間
部
に
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
小お

畑ば
た

町
。
同
町
の
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
の
横
に
あ
る「
小

畑
み
そ
直
売
所
」と
書
か
れ
た

木
製
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た

建
物
が
、空
山
グ
ル
ー
プ
の
拠

点
で
す
。
毎
年
12
月
か
ら
3
月

半
ば
に
か
け
て
味
噌
の
仕
込

み
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
季
節

に
は
工
房
か
ら
味
噌
の
香
り

が
漂
っ
て
き
ま
す
。
自
分
た
ち

の
家
庭
用
味
噌
づ
く
り
か
ら

始
ま
っ
て
約
40
年
、ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
製
法
で
味
噌
づ
く
り

が
続
い
て
お
り
、現
在
は
小
畑

町
に
住
む
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
8
〜
９
人
が
所
属
、1
日
４

人
体
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

空
山
グ
ル
ー
プ
で
は
、味
噌

を
樽
に
詰
め
る
ま
で
に
4
日
間

の
異
な
る
作
業
が
あ
り
、毎
日

こ
れ
ら
全
て
が
同
時
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

 

1 

日
目
：
お
米
を
洗
っ
て

水
に
漬
け
る
。

２ 

日
目
：
漬
け
て
い
た
お

米
を
蒸
し
て
麹
菌
を
合
わ

せ
て
発
酵
機
へ
。
大
豆
を

洗
っ
て
水
に
漬
け
る
。

3 

日
目
：
発
酵
機
に
入
れ

て
い
た
米
麹
を
混
ぜ
る
。

前
日
水
に
漬
け
て
お
い

た
大
豆
を
炊
く
。

4�

日
目
：
で
き
あ
が
っ
た
米

麹
と
塩
、炊
い
た
大
豆
を
混

ぜ
て
み
そ
す
り
機
に
か
け

す
り
つ
ぶ
し
、味
噌
玉
を
つ

く
り
、樽
に
詰
め
て
い
く
。

驚
く
こ
と
に
、味
噌
づ
く
り

を
し
て
い
る
の
は
午
前
中
の
3

時
間
半
ほ
ど
と
の
こ
と
。
そ
の

短
時
間
に
4
日
分
の
作
業
を
行

う
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
迷
い

は
全
く
な
く
、ま
さ
に
身
体
に

染
み
付
い
た
と
い
え
る
テ
キ
パ

キ
し
た
動
き
。

「
作
業
が
午
前
中
だ
け
な
の

で
無
理
な
く
頑
張
れ
る
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
家

の
こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
ね
」

と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
洗
練
さ
れ
た
個
人
の
動

き
と
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。

少
人
数
で
毎
年
5
ｔ
以
上
の
味

噌
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

“ 家庭の味噌 ” から
“ 地域の味噌 ” へ。
人と世代をつなぐ味噌づくり。

地域住民の家庭用味噌づくりとして活動を始める。
1993年に綾部市生活改善グループ連絡協議会に「空山
グループ」の名で入会後、つくってきた味噌を「小畑み
そ」と名付けて商品化。現在は、綾部市内の彩菜館や地
元スーパー、観光案内所などを中心に販売。また、老人
ホームや学校給食にも採用され好評を博している。

綾部市　空山グループ

4
日
分
の
作
業
を

同
時
進
行
さ
せ
る

速
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

vo l .61
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「
自
分
だ
け
の
味
噌
を
」

「
家
の
蔵
で
熟
成
」

そ
ん
な
想
い
に
も
応
え
る

グループ名は、小畑にある「空山」の麓に工房があることから名付けられました。

蒸したお米を少し冷ましてから
麹菌を入れます。
まんべんなく混ぜ合わせること
が重要です。

茹でた大豆から漂う甘い匂いがたまりません。

味噌玉を樽に詰めて空気を抜きます。

味噌づくりの合間には、
収穫した大豆の選別を
行っています。味噌のほか、米麹や瓜の粕漬けなども販売しています。

　

空
山
グ
ル
ー
プ
は
、地
元
産

の
材
料
を
使
っ
た
味
噌
づ
く

り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
米

は
メ
ン
バ
ー
の
家
で
作
る
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
お
り
、

大
豆
は
グ
ル
ー
プ
で
共
同
栽

培
し
て
い
ま
す
。
大
豆
や
塩
、

麹
菌
の
仕
入
れ
、そ
し
て
彩
菜

館
へ
の
出
荷
と
、
J
A
と
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
味
噌
づ

く
り
以
外
の
季
節
に
は
、瓜
の

粕
漬
け
や
大
根
の
酢
漬
け
を

つ
く
っ
て
お
り
、年
間
を
通
し

て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、加
工
味
噌
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
も
豊
富
で
す
。

　
「
柚
子
味
噌
や
山
椒
味
噌
な

ど
は
グ
ル
ー
プ
で
長
く
続
い

て
い
る
伝
統
的
な
も
の
で
す

し
、肉
味
噌
や
梅
味
噌
は
最
近

考
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
」

と
代
表
の
久
馬
眞
澄
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
ス
ー
パ
ー
で
当
た

り
前
の
よ
う
に
パ
ッ
ク
に
詰

め
ら
れ
た
味
噌
が
販
売
さ
れ
、

そ
れ
を
購
入
す
る
消
費
者
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

か
つ
て
は
各
家
庭
で
味
噌
を

つ
く
る
こ
と
が
一
般
的
で
し

た
。
そ
の
習
慣
が
残
る
家
か
ら

は
、こ
ち
ら
の
工
房
に
米
と
豆

を
持
っ
て
き
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
味
噌
づ
く
り
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

味
噌
蔵
を
持
つ
家
の
希
望
を

受
け
て
、仕
込
み
を
終
え
た
樽

の
状
態
で
直
接
販
売
す
る
こ

と
も
あ
り
、「
つ
く
る
の
は
大

変
だ
が
、自
分
の
家
の
蔵
で
味

噌
を
熟
成
さ
せ
、い
つ
で
も
お

い
し
い
味
噌
を
」と
い
う
方
の

想
い
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

　
「
昔
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
が
、イ
ベ
ン
ト
や
農
林

文
化
祭
な
ど
に
参
加
し
な
が

ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
味
噌
づ
く
り
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
久
馬
さ
ん
。
受
け
継
が
れ
た

「
小
畑
み
そ
」を
守
り
、こ
の
町

の
名
を
冠
し
た
産
品
を
次
の

世
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、空
山
グ
ル
ー
プ
の
味
噌
づ

く
り
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

き
ゅ
う
ま
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※「家の光」は書店では販売しておりません。最寄りのＪＡ京都にのくに各支店・広域営農経済センターまでお問い合わせ
いただくか、直売所「彩菜館」でお買い求めください。

　
東
日
本
で
は
俵
型
、西
日
本
で
は
三
角
型
な
ど
、

味
付
け
や
具
材
の
選
び
方
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
ス
タ
イ
ル
で
発
展
を
遂
げ
て
い
る
い
な
り
ず
し
。

基
本
の
作
り
方
と
と
も
に
、個
性
豊
か
な
ご
当
地
い

な
り
ず
し
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今月の表紙：中村 倫也さん

あ
っ
ぱ
れ！

　

い
な
り
ず
し 

　
野
菜
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
の
理
由
を
理

解
し
て
お
け
ば
、栽
培
条
件
の
変
化
や
野
菜
の
種
類

に
合
わ
せ
て
応
用
で
き
ま
す
。
作
付
け
計
画
か
ら
土

づ
く
り
、種
ま
き
、病
害
虫
防
除
、収
穫
、畑
の
後
片

づ
け
ま
で
、作
業
の
目
的
や
手
順
を
、イ
ラ
ス
ト
や

写
真
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

家
庭
菜
園
の
教
科
書

別
冊

付
録

活動報告をする塩尻部長 リモートで視聴する支部長の皆さん

2
24

奥上林支部

2
9

舞鶴
中筋支部

2
14

京都府女性協70周年記念大会

2021年度 京都府家の光大会

簡単なお菓子作り
編み物

　京都府女性協７０周年記念大会が京都市テルサホールで開催されました。女性部役員や
支部長は、綾部市ものづくり交流館に集まりリモートで参加しました。
　当JA女性部は普及・文化活動優良JA、普及・文化活動優良団体の部で表彰されました。

　簡単に作れるお菓子をテーマに「みるくもち」と「米粉ワッ
フル」を作りました。みるくもちはちゃぐりん６月号の記事を
活用しました。参加者は「簡単でおいしい。家でも作ってみ
たい」と話されました。

　会員の山下美代子さんが講師を務め、
編み物教室を開催しました。参加者は自
分が好きな糸で好きなものを編み、わから
ないところを山下さんに質問しながら進め
ました。

ワッフルを焼こう！

編み方を
教わります

家の光4月号 読みどころ
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２月２８日、中丹地域の女性農業者で組織されている「のら×たん　
ゆらジェンヌ」代表の居相さんが本店を訪れ、迫沼組合長と意見交換
を行いました。同会は一次産業女子コミュニティとして活発に活動。
メンバーが携わる農・
漁業のPRをオンライ
ンイベントなどで発
信しておられます。当
日は、食育や農産物
加工品への取り組み、
JAとの関わりなどに
ついて話し合われま
した。

最新のトピックスは
公式ホームページや
インスタグラムにて
発信しています。

■ 被災パイプハウス撤去

■ 女性部大江支部 ■ 青葉支店活性化委員会

■ のら×たん ゆらジェンヌ

年末から年始にかけて降り続いた雪により被災された農
業用ハウスの撤去作業が１月下旬より関係機関や青壮年部
組織などとも連携しながら管内各地で行われました。また、
被災ハウス撤去後の再建計画の策定や建設、農繁期に向け
た整備が進められています。

先月のトピック
スでご紹介しまし
た、女性部大江支部
ペットボトルイル
ミネーションの点
灯式が、２月１４日
に丹鉄の大江駅周
辺で行われました。
イルミネーション
は２月いっぱい点
灯されました。

青葉支店活動活性化委員会では、支店敷地内の花壇をミニ
畑に改良し「おもしろガーデン」と名付けて、一風変わった野
菜を栽培することをテーマに取り組んでいます。この「おもし
ろガーデン」で収穫したロ
マネスコと芽キャベツを支
店窓口カウンターに飾った
ところ、窓口に来店された
方から「調理はどうすれば
いいの？」と問い合わせが
あり、活性化委員と職員の
３名が調理した料理を撮影
し、野菜と共に窓口に展示
しました。

早期復旧を目指した撤去作業進む

ペットボトルイルミネーションが
大江の町を彩る

「おもしろガーデン」で
一風変わった野菜を栽培

迫沼組合長と意見交換

公式ホームページ公式インスタグラム

展示されたロマネスコ・芽キャベツと
料理パネル2基のタワーが大江の町を彩りました

春の生産開始に向けて急ピッチで撤去作業を行いました



営農情報
営農情報

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を
め
ざ
し
て

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を

め
ざ
し
て

今
月
の
米
づ
く
り

Vol.65

営農経済部の

京都丹波の春は山菜の季節。
地元丹波で採れた野生の山菜は、独特の苦みと春の香りいっ
ぱいの旬の味です。そんな山菜の代表格「ふき」は、極めて数
少ない日本原産の野菜で、山野に自生しています。あまり手を
かけなくても長年とり続けられるのでとても便利です。

【栽培カレンダー】
5月 6月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月9月8月7月

収穫 収穫

下旬下旬 上旬上旬 下旬下旬 下旬下旬

収穫種まき

野菜づくり教室は、農業に関する様々な質問にお答えするコーナーと
なりますので、ハガキやＥメールでどしどしお寄せください。
皆さまからのお声をお待ちしております。

〒 623-0053　京都府綾部市宮代町前田 ２０ 番地
ＪＡ京都にのくに 営農経済部 野菜づくり教室 係
einoukikaku@ja-kyotoninokuni.or.jp

野菜に関する
疑問・質問
 大募集 !!

農業に関する
様々な質問に
お答えします

サ
ニ
ーレ
タ
ス

POINT

POINT

注意

【
管
理
・
追
肥
】

　

水
や
り
は
幼
苗
の
段
階
で
は
多
め
、草
丈
が

8
ｃｍ
位
に
な
れ
ば
土
が
乾
い
た
時
を
目
安
に
行

い
ま
す
。
多
湿
を
嫌
い
ま
す
が
、極
端
に
乾
燥

し
て
も
葉
が
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
土
が
乾

い
た
ら
た
っ
ぷ
り
と
水
や
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

追
肥
は
、苗
を
植
え
替
え
1
ヶ
月
が
過
ぎ
葉

の
数
が
増
え
て
き
た
ら
与
え
ま
す
。
2
週
間

お
き
が
目
安
で
す
。
栽
培
期
間
が
短
く
元
肥

だ
け
で
も
充
分
に
育
つ
の
で
追
肥
を
行
わ
ず

に
育
て
る
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

生
育
が
良
く
な
い
、葉
の
色
が
薄
い
、か
き
取

り
を
し
た
ら
株
周
辺
に
化
成
肥
料
10
ｇ
程
ま

い
て
軽
く
土
寄
せ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
は
液
肥
を
10
日
お
き
程

度
に
与
え
ま
す
。

【
病
害
虫
】

　

サ
ニ
ー
レ
タ
ス
が
よ
く
か
か
る
病
気
は
、菌

核
病
、軟
腐
病
、灰
か
び
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

水
は
け
、日
当
た
り
、風
通
し
を
良
く
す
る
こ

と
で
病
気
の
発
生
を
抑
制
で
き
ま
す
。

　

害
虫
は
ネ
キ
リ
ム
シ
、ア
ブ
ラ
ム
シ
、ヨ
ト
ウ

ム
シ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
害
虫
を
防
ぐ
に
は
、

マ
ル
チ
栽
培
や
防
虫
ネ
ッ
ト
が
有
効
で
す
。

植
え
付
け
の
時
、茎
ま
で
深
く
植
え
る

と
灰
か
び
病
が
で
や
す
く
な
り
ま
す
。

マ
ル
チ
か
ら
も
茎
を
出
し
風
通
し
良
く

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が
短
く
、

結
球
す
る
レ
タ
ス
に
比
べ
て
ス
ペ
ー
ス
を
必
要

と
せ
ず
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

栽
培
方
法
も
簡
単
な
た
め
、家
庭
菜
園
初
心

者
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　

葉
先
が
赤
紫
色
に
色
づ
い
て
ち
ぢ
れ
て
い
る
、

非
結
球
の
葉
レ
タ
ス
が
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
で
す
。

　

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
す
が
、カ
ル
シ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
は
他
の
レ
タ
ス
類
に
勝
る
含
有
量

で
す
。
カ
ロ
テ
ン
は
油
の
入
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
と
食
べ
る
こ
と
で
効
率
良
く
吸
収
で
き
、

食
物
繊
維
は
便
秘
改
善
に
効
果
的
で
す
。

【
土
作
り
】

　

酸
性
の
土
壌
が
苦
手
な
の
で
植
え
る
2
週

間
前
に
苦
土
石
灰
10
kg
/
a
を
施
し
よ
く
耕

し
て
お
き
ま
す
。
1
週
間
前
に
は
た
っ
ぷ
り
の

腐
葉
土
や
堆
肥
2
0
0
kg
/
a
を
加
え
さ
ら

に
耕
し
準
備
し
ま
す
。
土
作
り
が
終
わ
っ
て

す
ぐ
苗
を
植
え
付
け
る
と
石
灰
の
ア
ル
カ
リ

成
分
が
強
く
根
を
傷
め
る
の
で
、1
週
間
前
に

は
土
作
り
を
完
了
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
う

ね
を
立
て
マ
ル
チ
を
張
っ
て
お
く
と
雑
草
の
抑

制
や
地
温
を
上
げ
る
効
果
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
は
市
販
の
培
養
土
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
が
、用
土
を
作
る
場
合
、

赤
玉
土
7：
腐
葉
土
2：バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
1

の
配
合
と
少
し
石
灰
を
混
ぜ
て
2
週
間
程
馴

染
ま
せ
て
お
い
て
か
ら
使
い
ま
す
。
底
に
は
、

水
は
け
が
よ
く
な
る
よ
う
に
、鉢
底
ネ
ッ
ト
に

鉢
底
石
か
、赤
玉
土
を
敷
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
植
え
の
場
合
、連
作
障
害
が
出
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
サ
ニ
ー
レ
タ
ス

は
キ
ク
科
な
の
で
、同
じ
キ
ク
科
の
レ

タ
ス
、サ
ラ
ダ
菜
、ゴ
ボ
ウ
、春
菊
な
ど

を
植
え
た
場
所
は
避
け
、2
～
3
年
程

空
け
て
植
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
種
ま
き
】

　

3
～
4
月
か
9
～
10
月
に
種
ま
き
し
ま
す
。

畑
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
い
て
育
て
て
い

く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、間
引
き
の
手
間
が

か
か
る
の
で
、苗
ま
で
作
っ
て
か
ら
植
え
付
け

し
ま
す
。

　

9
ｃｍ
ポ
ッ
ト
の
真
ん
中
に
薄
く
凹
み
を
付
け

4
～
5
粒
ま
き
ま
す
。
覆
土
が
厚
い
と
発
芽
し

な
い
の
で
、土
は
種
が
隠
れ
る
程
度
に
し
ま
す
。

軽
く
手
で
押
さ
え
、種
が
流
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
た
っ
ぷ
り
水
や
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

芽
が
出
て
本
葉
2
～
3
枚
の
頃
成
長
の
良

い
も
の
１
本
を
残
し
間
引
き
ま
す
。

　

間
引
き
の
手
間
が
気
に
な
ら
な
け
れ

ば
直
接
筋
ま
き
し
、発
芽
が
揃
っ
た
と

き
に
間
引
き
を
行
い
ま
す
。
育
ち
の
良

く
な
い
も
の
か
ら
抜
き
取
り
、葉
と
葉

が
触
れ
合
わ
な
い
程
度
の
間
隔
に
し
ま

す
。
ま
た
葉
が
込
み
合
っ
て
き
た
ら
間

引
き
を
繰
り
返
し
、最
終
的
に
株
間
が

15
～
30
ｃｍ
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

間
引
い
た
苗
は
、ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と

し
て
お
い
し
く
召
し
上
が
れ
ま
す
。

【
植
え
付
け
】

　

本
葉
4
～
5
枚
の
頃
、4
～
5
月
ま
た
は
9

～
10
月
が
適
期
で
す
。
ポ
ッ
ト
は
事
前
に
水
を

含
ま
せ
て
お
き
ま
す
。
ポ
ッ
ト
と
同
じ
く
ら
い

の
大
き
さ
の
穴
を
開
け
、穴
に
水
を
入
れ
て
ひ

い
た
と
こ
ろ
で
苗
を
植
え
ま
す
。
植
え
付
け

た
後
は
軽
く
根
元
を
押
さ
え
安
定
さ
せ
、た
っ

ぷ
り
水
や
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

株
間
は
15
～
30
ｃｍ
以
上
は
あ
け
て
植
え
付

け
ま
す
。
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
は
葉
が
30
ｃｍ
位
ま
で

伸
び
る
の
で
、収
穫
す
る
時
の
株
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
植
え
付
け
の
間
隔
を
調
整
し
ま
す
。

苗
が
大
き
く
な
っ
て
も
風
通
し
良
く
日
光
が

十
分
に
当
た
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
収
穫
】

　

株
の
直
径
が
25
～
30
ｃｍ
に
な
っ
た
ら
収
穫
時

期
で
す
。
外
葉
を
倒
し
株
元
に
包
丁
や
ハ
サ

ミ
を
入
れ
て
切
り
取
り
ま
す
。
収
穫
は
朝
の

う
ち
に
行
い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
収
穫
し
た
い
場
合
は
、外
葉
か
ら

必
要
な
分
だ
け
か
き
取
り
な
が
ら
長
く
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
か
き
取
り
す
る
時
は
、

た
く
さ
ん
採
っ
て
し
ま
う
と
株
が
弱
っ
て
し
ま

う
の
で
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

す
。
中
心
の
葉
が
上
に
伸
び
始
め
て
き
た
ら

収
穫
期
が
終
わ
る
合
図
な
の
で
株
元
か
ら
刈

り
取
り
ま
し
ょ
う
。

うね幅100〜120cm

15 〜
30cm

30cm
15cm

湿害に弱いので、排水が
悪い所では高うねにする

深植えしないようにしましょう
（茎を出して植え付けます）
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営農情報
営農情報

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を
め
ざ
し
て

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を

め
ざ
し
て

今
月
の
米
づ
く
り

営農情報
営農情報

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を
め
ざ
し
て

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を

め
ざ
し
て

今
月
の
米
づ
く
り

実施期間：2022年4月～12月
応募資格： 75歳以下のＪＡ京都にのくに組合員（または組合

員になっていただける方）で、ご自身で会場まで
お越しいただける方

参 加 費：無料

営農情報
営農情報

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を
め
ざ
し
て

高
品
質
な
に
の
く
に
米
を

め
ざ
し
て

今
月
の
米
づ
く
り

春
耕
な
ど
の
耕
耘
作
業
は
稲
づ
く
り
に
非
常
に

重
要
な
作
業
で
す
。
昔
か
ら
深
く
耕
す
ほ
ど
高
収

量
が
得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
「
七
回
耕
起
は
、

肥
い
ら
ず
」「
耕
土
一
寸
、玄
米
一
石
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

春
耕
は
、地
温
が
上
が
り
始
め
、土
壌
水
分
が

下
が
る
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
と
な
り
ま
す
が
、

以
下
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　１
．深
耕

秋
耕
で
は
わ
ら
を
分
解
さ
せ
る
た
め
に
浅
く
耕

耘
し
ま
す
が
、春
は
深
く
耕
耘
し
ま
す
。
目
標
１５
ｃｍ

で
耕
耘
し
ま
し
ょ
う
。

２
．稲
わ
ら
の
分
解
を
進
め
る

秋
耕
だ
け
で
は
稲
わ
ら
の
分
解
は
不
十
分
で
す
。

深
く
耕
す
こ
と
で
土
中
に
酸
素
が
入
り
ま
す
。
地

温
が
上
が
り
、酸
素
と
共
に
土
中
に
入
れ
る
こ
と

で
さ
ら
に
稲
わ
ら
は
分
解
し
ま
す
。

春
耕
は
深
く
耕
耘
す
る
こ
と
と
空
気
を
入
れ

る
・
通
気
が
出
来
る
耕
耘
を
意
識
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
耕
耘
後
に
ど
れ
ぐ
ら
い
掘
れ
て
い
る
の

か
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
）

圃ほ

場
が
濡
れ
て
い
る
状
態（
ま
た
は
水
を
溜
め

た
状
態
）で
は
春
耕
の
目
的
が
十
分
発
揮
で
き
ま

春
耕

《
春
耕
に
つ
い
て
》

　

い
よ
い
よ
今
年
の
米
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、米
づ
く
り
が
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、今
回
は
品
質
改
善
に
つ
な
が
る
春
耕
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

せ
ん
。
濡
れ
て
い
る
場
合
は
、耕
耘
を
行
っ
た
後
、

あ
る
程
度
土
壌
水
分
が
少
な
く
な
っ
て
か
ら
も

う
一
度
行
う
と
効
果
的
で
す
。

豆
知
識

近
年
、全
国
的
に
浅
い
耕
耘
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
極
端
な
例
で
は
５
～
７ｃｍ
程
度
し
か
耕
耘

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

稲
は
分
げ
つ
期
ま
で
は
表
層
１０
ｃｍ
以
内
に
根
を

張
り
、幼
穂
形
成
期
か
ら
成
熟
期
に
か
け
て
表
層

２０
ｃｍ
ま
で
に
根
を
伸
ば
し
ま
す
。
作
土
層
が
浅
い

と
根
は
、栄
養
を
十
分
に
吸
収
さ
れ
な
い
の
と
、水

温
の
高
い
と
こ
ろ
で
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

そ
の
結
果
と
し
て
高
温
障
害
が
助
長
さ
れ
、白
未

熟
粒
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、根
を
伸
ば
す
層
と
伸
ば
さ
な
い
層
の
違

い
は
、土
壌
に
酸
素
が
あ
る
か
な
い
か
で
す
。
水
田

を
掘
る
と
、柔
ら
か
い
作
土
層
の
下
に
固
い
青
色
の

土
層
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
は
土
の
中
の
鉄
が
還

元
化（
酸
素
が
な
い
状
態
）さ
れ
て
、青
く
な
っ
た

も
の
で
す
。
酸
素
が
あ
る
状
態
で
は
鉄
は
赤
く
な

り
ま
す（
赤
さ
び
と
同
じ
原
理
で
す
）。
酸
素
が
な

い
状
態
に
な
る
の
は
、主
に
稲
わ
ら
を
分
解
し
て

酸
素
が
使
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

就農前に本格体験！
万願寺甘とう・紫ずきん
実践塾を開講。

受講生
募集！

　ＪＡ京都にのくにでは2022年度より販売作物を本格的に栽培
する前、もしくは就農前に本格的な農業生産出荷体験する専門
的かつ実践的な実習の場、特産物実践塾を開講します。
　実際に生産されている農家の圃

ほ

場で時期ごとのリアルな作業
を体験していただき、販売農家の育成に向けて取り組みます。

※２０２２年3月２5日㈮までに電話にてお申し込みください。事前説明会の日程をご案内します。
事前説明会の後、受講申し込みとなります。

事務局：平日 午前8時45分～午後5時
〒623-0053 綾部市宮代町前田20 ＪＡ京都にのくに 営農経済部 農業振興課
TEL : 0773-42-1814　FAX : 0773-42-3341

お申込み・
お問い合わせ先
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メールアドレス／ninokuni@ja-kyotoninokuni.or.jp

郵便はがきまたは、Eメールにクイズの答えを下記要領でご記入の
上、ご応募ください。正解者の中から抽選で、10名様に商品券
（1,000円）をプレゼントいたします。また、「伝言板」と「アートギャラ
リー」に掲載分も商品券（500円）をプレゼントさせていただきます。

① クイズの答え
② おたより・イラスト
③ ご意見
④ その他

②～④については、
各コーナーでご紹介
する場合があります。

6 2 3 0 0 5 3
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に

　
　 

　
　
企
画
調
整
室 

係

京
都
府
綾
部
市

　
　

  

　
　宮
代
町
前
田
20
番
地

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　郵
便
番
号
・
電
話
番
号

※お寄せいただいたハガキ・Ｅメールの個人情報につきましては、
　各コーナーの目的以外には使用しません。
※匿名希望の方は、名前の横に、その旨をお書きください。

おたより募集

※クロスワードパズル 
当選者の発表は

賞品の発送をもって
代えさせて

いただきます。

締め切りは　3月18日（金）
【当日消印有効】発表は4月号

都
会
に
住
む
孫
は
、す
ご
い
雪
に
ビ
ッ
ク
リ
。
雪
だ

る
ま
づ
く
り
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
田
舎
の
ば

あ
ち
ゃ
ん
ち
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

福
知
山
市
　
匿
名
希
望

立
春
が
過
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
い
で
す
ね
。
で
も
、

畑
の
隅
っ
こ
に
植
え
て
お
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
、

小
さ
い
芽
を
出
し
始
め
て
い
ま
し
た
。
植
物
に
は

確
か
に
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
ね
。
楽
し
み

で
す
。

福
知
山
市
　
細
見
令
子
さ
ん

今
年
は
度
々
、大
雪
に
見
舞
わ
れ
我
々
一
人
暮
ら
し

は
身
動
き
で
き
ず
困
っ
た
年
で
し
た
。
そ
ん
な
時

寝
て
る
間
に
い
つ
も
お
隣
さ
ん
が
き
れ
い
に
掻
い

て
く
だ
さ
り
毎
日
あ
り
が
た
く
感
謝
の
み
で
暮
ら

し
て
お
り
ま
す
。

舞
鶴
市
　
匿
名
希
望

彩
菜
館
の
手
作
り
品
コ
ー
ナ
ー
に
夢
中
で
す
。
幼

稚
園
入
園
前
の
マ
マ
さ
ん
に
は
手
作
り
バ
ッ
グ
、

シ
ュ
ー
ズ
ケ
ー
ス
、給
食
袋
、移
動
ポ
ケ
ッ
ト
が
今

お
す
す
め
で
す
！

舞
鶴
市
　
大
谷
千
絵
さ
ん

雪
の
多
い
今
年
の
冬
。
雪
に
埋
も
れ
た
野
菜
畑
を

み
る
た
び
に
た
め
息
が
。
で
も
こ
の
厳
し
い
寒
さ

の
中
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、エ
ン
ド
ウ

豆
が
、し
っ
か
り
と
育
っ
て
い
る
と
思
う
と
、自

分
も
負
け
ず
に
体
操
し
て
体
を
鍛
え
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

綾
部
市
　
塩
見
聡
子
さ
ん

度
重
な
る
雪
に
辟
易
し
ま
し
た
が
、ゆ
ず
で
ポ
ン
酢

や
ゆ
ず
味
噌
を
作
っ
た
り
、ち
り
め
ん
山
椒
や
い
ろ

い
ろ
な
お
漬
物
を
作
っ
た
り
と
冬
ご
も
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

綾
部
市
　
伊
治
典
子
さ
ん

今 月 一 枚の

女性部事務局はフレミズグループの
居相さんの指導の下、生米から作る台
湾風カステラの試作をしました。自宅
にある米と、米油・牛乳・きび砂糖を使い、シンプルな材料で
プルプル食感のカステラに焼きあがりました。

この日はシンプルなプレーンと玉露を入れたカステラの２種
類を試作。試食をした職員からは「フワフワでしっとり。優し
い甘さで大変美味しかったです」と好評でした。

2
月
号
の
答
え  

ネ
ン
ド
マ
ツ

❶新1年生を迎える行事です
❷『ローマの休日』や『プリティ・ウーマン』は 
　 ——映画の名作です
❸名古屋市の南側に位置する——半島
❹『銀河鉄道の夜』や『注文の多い料理店』の作者
❻大がL、中がMなら、小は
❽黒い石と白い石で戦います
❿日本庭園に敷かれていることも
⓭4月29日は——の日。国民の祝日です
⓯稲や麦の茎を干したもの
⓱表の反対側
⓳画家がキャンバスに走らせます

❷ナットやボルトを締めます
❺そこが彼の彼たる——だ
❼自動車の、地面に触れる部分
❾調味料控えめで作りました
⓫花見のときに広げることも
⓬——を求めて猫カフェに行った
⓮カイコの餌になる植物
⓰結婚が決まり、——の顔合わせを行った
⓲お酒を飲んでいない状態
⓴元素記号はU。原子力発電所の燃料にも使われます
�ここ20年ほどで携帯する人が増えました
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解き方 タテ・ヨコを全部解き、Ａ→ E の二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。 A B C D E



夢彦ふれあいだよりでは、読者の皆さまの声を多くご紹介したい
と考えています。身近なエピソードや地域の話題、イラストや写真
など、どしどしお寄せください。本誌に採用させていただいた方に
は農産物直売所「彩菜館」などでご利用できる「にのくに商品券」
をプレゼントします。

※作品・写真は返却できません。おたよりは誌面に掲載する場合があります。
※作品・写真はインスタグラムで紹介させていただく場合があります。
※応募で記載された個人情報は「掲示板」への掲載、プレゼントの発送
　以外には利用いたしません。

Ｅメールでもどうぞ
ninokuni@ja -kyotoninokuni .or . jp

〒623-0053
綾部市宮代町前田20　
ＪＡ京都にのくに  企画調整室

おたよりをお待ちしています！

報告事項

あとがき
あと
がき あとがき

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼▼▼▼▼1月末 事業取扱高
◉ 組合員数
　20,708人

◉ 貯金残高

◉ 貸出金残高

◉ 長期共済新契約高

◉ 長期共済保有高

◉ 購買品供給高

◉ 販売品取扱高

1,642億2,163万円

370億7,273万円

480億  718万円

4,827億7,647万円

13億6,430万円

15億7,242万円

今冬は近年になく雪が降り、寒さも
厳しい日々が続きましたが、最近ようや
く暖かく感じる日も増え、日が暮れるの
もずいぶん遅くなったように感じます。
ゆっくりとですが、春が近づいてきてい
るのでしょうね。春になれば、身に付い
てしまっている“脂肪”という余計な衣
を減らして、身軽になってから体重計に
乗りたいものです。   　　　　    （ヒロ）

理事会報告

①�2022年度機構改革の概要
②�総代選挙に係る選挙協力者及び�
投票所・開票所

③役員推薦委員（区域全域）の選出
④子会社への役員就任
⑤�綾部カントリーエレベーター改修工事
⑥利益相反取引
⑦�JAバンクローン融資要項の一部改正

協議事項

綾部市　西山絵理さん 舞鶴市　櫻井結斗さん福知山市　細見毅さん

綾
部
市　

安
達
孝
子
さ
ん

福
知
山
市　

四
方
ふ
み
子
さ
ん

舞
鶴
市　

永
野
功
子
さ
ん

⑧�2021年度及び2021年度第4四半期
の余裕金運用方針・計画の変更

⑨不良債権の処理方針
⑩資産査定要領等の一部改正
⑪�議事録等保管管理及び閲覧・�
謄写取扱規程の一部改正

⑫�2023年度職員採用計画　

①月例報告
②2022年1月末事業実績の概況　

③次期3か年計画（素案）�
④2022年度事業計画（素案）
⑤共済金の支払い状況
⑥余裕金の運用状況
⑦金融円滑化の対応状況
⑧�内部監査の品質に関する�
内部評価の結果

⑨2021年度決算スケジュール
⑩2022年度役職員大会の開催
⑪組合員の加入・脱退
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４
月号

ちゃぐりん4月号別冊付録
「SDGsナゾトキブック」

新型コロナウイルス
感染症拡大防止に向けたお願い

　当組合においても、支店窓口での感染防
止の観点から、現在支店内の入場者数に一
定制限を設けるなど感染症拡大防止に努め
ております。
　各支店ではお待ちいただく時間短縮に向
けて事務処理の迅速化に取り組んでおりま
すが、利用者の皆さまにもご入金・現金振
り込みの際、紙幣・硬貨を問わず金種ごと
に分けてお手続きいただきますよう、ご理
解・ご協力をお願いいたします。

　団体（自治会・学校・任意団体）でお持ち
のお通帳について、代表者が交代された場
合は代表者の変更のお手続きが必要となりま
すので、お早めのお手続をお願いします。

お 知 ら せ

／お気軽にご相談ください／� お申込み・お問い合わせはお近くのＪＡ（農協）へ

床下無料調査実施中

□ 羽アリを近所や家の中で見かけたことがある。

□ 最近、近所でシロアリの防除工事を実施した家がある。

□ 増改築を行ったことがある。（または、行う予定がある。）

□ 廊下等の床に“ブカブカ”するところがある。

□  最近浴槽等水回りの入口敷居が“ギシギシ”きしむ 
ようになった。

□ 以前実施したシロアリ防除工事から、5年以上経過している。

□ 柱等の木部を叩くと“空洞音”のするところがある。

□ 新築で建ててから、10年以上床下点検をしていない。

□ 庭の木杭等にシロアリによる被害がある。

□ 雨漏りしている箇所がある。

今すぐチェック！

3つ以上あれば 
要注意です

シロアリ防除は
ＪＡへおまかせ
ください

来春、大学・短大・専門学校等を卒業される方、社会人
として経験のある誠実で活力ある人材を募集しています。
ＪＡは一般企業と違い、組合員が出資し、協同活動に
よってお互いの利益を高めていくという、人と人とのつなが
りを大切にする組織です。地域の農業を振興し、地域社
会に貢献するとともに、全国段階まで連合組織が整備さ
れた日本中に仲間の広がる団体でもあります。また、厚生
年金、健康保険、退職金制度等、社会保障の制度も整備
しています。
地元の農業と農家・地域のために、やる気と熱意のある方の

応募をお待ちしております。

職 員 募 集2023年度 のお知らせ

詳しいことは、下記までお問い合わせください。

京都丹の国農業協同組合
企画管理部　人事総務課
〒623-0053 京都府綾部市宮代町前田20 jinji@ja-kyotoninokuni.or.jpE-mail

0773-42-2092TEL

若干名募集人員 2022年4月1日～受付期間
（１）履歴書 （学校所定またはＪＩＳ規格）
（２）各学校所定の書類 （卒業・卒業見込証明書、成績証明書）

応募書類

筆記、適性検査・作文（５月予定）一次試験

面接 一次試験合格者に文書で通知いたします。二次試験

２０２２年６月１日以降に通知いたします。採否の決定

募集対象 来春大学、短期大学、専門学校を卒業される方、及び、４０歳
（昭和５7年４月２日以降に生まれた方）までの社会人経験者
　　　　　

京都丹の国農業協同組合
（JA京都にのくに）

ja_kyotoninokuni

https://ja-kyotoninokuni.or.jp

ホームページもチェック！
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